
財務部　財政課

　 「第３期まちづくり戦略計画」のスタートに当たり，市民が安心して暮らすことのでき

るよう，将来を見据えたまちづくりを着実に推進するため，健全財政の維持にも留意し

ながら，重点取組事業などに財源を重点配分

　一般会計の予算規模は，子ども手当制度の改正など，特殊要因のため，前年度を

やや下回るものの，実質的には着実積極型の予算

①  一般会計予算規模は，対前年度約３１億円（△２．１％）の減

子ども手当制度の見直し，丸亀町商店街再開発事業費の減などによるもの

対前年度の減は４年ぶり

②  重点取組事業は１２項目・１０６事業・約２１７億円を計上

コミュニティ，子ども・子育て，教育，公共交通，コンパクトで美しいまちづくりなどの施策の

さらなる充実を始め，将来を見据えた創造性豊かなまちづくりの積極的な推進に重点配分

③  合併特例債・過疎債を活用した地域活性化事業の積極的な推進

主な事業：新病院を核としたまちづくり推進事業，こども未来館（仮称）整備事業，屋島陸上

競技場再整備事業，高松西部地域文化施設整備事業，塩江地区小・中学校建設事業

④ 一般会計プライマリーバランスは黒字を堅持

１６年度以降，９年連続の黒字を堅持

⑤　一般会計では，依然として一般財源不足が生じ，基金を取り崩す状況

一般財源不足は１８．８億円（２３年度は１０．８億円，２３年度６月補正後は１５．８億円）と，

依然として不足している状況

２．予算規模 ※以下，百万円単位に調整しているため，計数が合わないものがある。

【一般会計】

・ 一般会計当初予算は，２３年度当初予算に比べ３０．９億円（△２．１％）減となり，

対前年度の減は，４年ぶり

　（２３年度６月補正後比　約３９億円（△２．６％）の減）

（百万円・％）

平成２４年度当初予算案のポイント

２４年度　当初

146,880

２３年度　当初

149,970

増減額

△ 3,090

増減率

△ 2.1

１．２４年度当初予算の特色
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【特別会計】

・ 療養給付費等の増により国民健康保険事業特別会計が約１６．３億円（３．６％）の増，

介護サービス等給付費の増による介護保険事業特別会計が約２５．４億円（８．５％）増

（百万円・％）

※　廃止となる特別会計　奥の湯温泉事業特別会計

【企業会計】

・ 病院事業は，新病院用地取得費の減などにより，約１３．３億円（△１２．７％）の減

・ 企業債償還金の増などにより，水道事業は，約１２．５億円（１１．２％），

下水道事業は，約１３．２億円（７．４％）の増

（百万円・％）

【全会計】 （百万円・％）

３．重点取組事業

・ 第３期まちづくり戦略計画（２４年度から２６年度）に，１０６事業・約２１７億円を重点配分

※主な事業：８ページ以下に掲載

・ 全国からお寄せいただいた、ふるさと高松応援寄附金６９４万９千円を１２事業に充当

（別添「ふるさと高松応援基金の充当事業について」参照）

４．プライマリーバランスの状況（一般会計）

・ 公債費と市債借入額の差は、２４年度当初予算では約１２億円の黒字となり，

プライマリーバランスは１６年度以降，９年連続の黒字を堅持

※　プライマリーバランス＝公債費－市債借入額

（公債費と市債借入額の状況） （百万円・％）

①

②

増減率

4,146 4.5

△ 12.7

12,483 11,229

区　　　分 ２４年度　当初

病 院 9,146 10,479

282,089 2,297

△ 1,333

水 道

２３年度　当初 増減額 増減率

２４年度　当初 ２３年度　当初
（１０会計） （１１会計）

96,743 92,597

増減額

1,254

下 水 道 19,133 17,815 1,318 7.4

11.2

区　　　分 ２４年度　当初 ２３年度　当初 増減額 増減率

合　　　計 284,386 0.8

116.0

公　　　　債　　　　費 △ 57017,110 17,680

576

区　　　分 ２４年度　当初 ２３年度　当初 増減額 増減率

668

△ 1,238 △ 7.2市 債 借 入 額

①　－　②

△ 3.2

15,866 17,104

1,244
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５．一般財源の状況（一般会計）

（歳入：一般財源）

・ 諸収入（土地開発公社貸付金の償還金）が増（約１０.２億円）となるものの，市税収入

や地方特例交付金の減などから，２３年度当初予算と比べ，約４．９億円（△０．５％）

の減

（歳出：所要一般財源）

・ 子宮頸がん等ワクチン接種費の減などにより，補助費等の減のほか，人件費や公債費

が減となっているものの，子ども手当制度の見直しなどによる扶助費の増や土地開発

公社事業資金貸付金の皆増などにより，所要一般財源額は，２３年度当初予算に比べ，

約３．１億円（０．３％）の増

○歳入・歳出一般財源の状況（財政調整基金等の財源充当前）

（歳入：一般財源） （百万円・％）

（歳出：所要一般財源） （百万円・％）

（財源）

・ これらの結果，一般財源不足は１８．８億円（２３年度当初予算１０．８億円，２３年度６月

補正後は１５．８億円）となり，財政調整基金１６億円，建設事業基金２．８億円の取崩し

で対応

82.2

普 通 建 設 事 業 費

貸 付 金

△ 4.6

臨 時 財 政 対 策 債 8,299

そ の 他 122 141

増減率

△ 0.598,019 △ 493

２３年度　当初 増減額

△ 1.2

4.3

△ 1,191

1,065 1,099

255

補 助 費 等 14,049

529地 方 交 付 税 18,465

8,557 △ 258

17,936

諸 収 入

扶 助 費

合　　　計  ①

205 693 △ 488

27,295 △ 318

154

9,323

4,776

科　　　　　　目

人 件 費

２４年度　当初

公 債 費 16,849 17,264

12,602

26,977

97,526

12,079

2,263 1,242

そ の 他

繰 出 金

409

9,566

4,981

13,973

一般財源不足額
①－②

合　　　計  ② 99,406

△ 415

△ 1,880 △ 1,076 △ 804

△ 1.0

地 方 譲 与 税 △ 3.1

△ 70.4

△ 34

1,021

利 子 割 等 交 付 金 5,420 5,473 △ 53

市 税 61,687 62,878

科　　　　　　目 ２４年度　当初

△ 1.9

地 方 特 例 交 付 金

２３年度　当初 増減額 増減率

△ 3.0

△ 13.5

99,095 311 0.3

14,722 △ 673

74.7

3.6

243

205

165.6

2.6

4.3

△ 2.4

49113,482

2.9

△ 19

523
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６．一般会計歳入歳出予算の主な増減（対２３年度当初予算）

【歳入】

・ 法人市民税が一部業種の法人収益の回復などにより，また，個人市民税が年尐扶養

控除の廃止などにより，増となるものの，固定資産税が地価下落や評価替えの影響に

より，歳入の根幹をなす市税は約１１．９億円（△１．９％）減尐

固定資産税現年課税分は約１６．３億円（△６．２％）の減

法人市民税現年課税分は約４億円（４．４％）の増

・ 国庫支出金は，子ども手当制度の見直しなどにより約１９．６億円（△７．９％）の減尐

・ 市債は，大型事業（丸亀町商店街再開発事業，幼保一体化施設整備事業など）関係費

の減により約１２．４億円（△７．２％）の減尐

（減尐した主な科目） （百万円・％）

△子どものための手当・子ども手当費負担金〔（24）5,343　←（23）7,768　△2,425〕

△丸亀町商店街再開発事業費補助金〔（24）4　←　（23）813　△809〕

△一般廃棄物最終処分場整備事業費補助金〔（24）0　←　（23）344　△344〕

＋西部地域文化施設整備事業費補助金〔（24）338　←　（23）50　＋288〕

＋障害福祉サービス給付費負担金〔（24）1,964　←　（23）1,688　＋276〕

＋高松駅南交通広場整備事業費補助金〔（24）173　←　（23）0　＋173〕

△丸亀町商店街再開発事業債〔（24）0　←　（23）875　△875〕

△幼保一体化施設整備事業債〔（24）0　←　（23）787　△787〕

△地域振興基金積立金債〔（24）0　←　（23）760　△760〕

△一般廃棄物最終処分場整備事業債〔（24）4　←　（23）694　△690〕

＋塩江地区小・中学校建設事業債〔（24）590　←　（23）43　＋547〕

＋高松駅南交通広場整備事業債〔（24）444　←　（23）0　＋444〕

＋西部地域文化施設整備事業債〔（24）491　←　（23）71　＋420〕

＋農業試験場跡地北側エリア基盤整備事業債〔（24）285　←　（23）0　+285〕

＋こども未来館（仮称）整備事業債〔（24）271　←　（23）0　＋271〕

△固定資産税現年課税分〔（24）24,633　←　（23）26,259　△1,626〕

△市たばこ税分〔（24）2,723　←　（23）3,135　△412〕

＋法人市民税現年課税分〔（24）9,310　←　（23）8,914　＋396〕

＋個人市民税現年課税分〔（24）21,222　←　（23）20,938　＋284〕

（増加した主な科目） （百万円・％）

＋土地開発公社事業資金貸付金償還金〔（24）2,179　←　（23）1,154　＋1,025〕

＋屋島陸上競技場整備費負担金収入〔（24）165　←　（23）0　＋165〕

＋財政調整基金繰入金〔（24）1,600　←　（23）500　＋1,100〕

△建設事業基金繰入金〔（24）280　←　（23）576　△296〕

＋普通交付税〔（24）17,544　←　（23）17,019　＋525〕

地 方 交 付 税 18,465

22,946

主　な　増　

主　な　増　・　減

主　な　増　・　減

主　な　増　・　減

主　な　増

主　な　増　・　減

24,902 △ 7.9

17,936 529 2.9

△ 7.2

4,071 1,205

17,104 △ 1,238

833 61.9

61,687

繰 入 金

諸 収 入

市 債

5,276

15,866

2,179 1,346

△ 1,956

市 税 62,878 △ 1,191 △ 1.9

科　　　　　　目 ２４年度　当初 ２３年度　当初

国 庫 支 出 金

29.6

増減額 増減率
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【歳出・目的別】

・ 衛生費は，一般廃棄物最終処分場整備事業費，病院事業会計補助金，子宮頸がん等

ワクチン接種費の減などに伴い，約１５．４億円（△１０．１％）の減尐

・ 民生費は，障害福祉サービス給付費やこども未来館（仮称）整備費などが増となっている

ものの，子ども手当制度の見直しや，幼保一体化施設整備の終了に伴い，約５．２億円

（△０．９％）の減尐

・ 土木費は，高松駅南交通広場整備事業や農業試験場跡地北側エリア整備事業費が皆増

となるものの，丸亀町商店街再開発事業費の減などにより，約１．４億円（△０．９％）の減尐

・ 教育費は，西部地域文化施設，塩江小・中学校，紫雲・山田中学校の建設事業の進捗など

により，約６．３億円（３．９％）の増

（減尐した主な科目） （百万円・％）

△一般廃棄物最終処分場整備事業費〔（24）72　←　（23）1,154　△1,082〕

△病院事業会計補助金〔（24）46　←　（23）470　△424〕

△子宮頸がん等ワクチン接種費〔（24）352　←　（23）752　△400〕

△病院事業会計出資金〔（24）106　←　（23）338　△232〕

＋病院事業会計負担金〔（24）1,675　←　（23）1,457　＋218〕

△地域振興基金積立金〔（24）0　←　（23）800　△800〕

△職員退職手当〔（24）2,949　←　（23）3,310　△361〕

△子どものための手当・子ども手当費〔（24）7,556　←　（23）9,708　△2,152〕

△幼保一体化施設整備事業費〔（24）0　←　（23）659　△659〕

＋障害福祉サービス給付費〔（24）3,929　←　（23）3,376　＋553〕

＋こども未来館（仮称）整備事業費〔（24）498　←　（23）0　＋498〕

＋私立保育所運営費〔（24）5,066　←　（23）4,643　＋423〕

＋生活保護扶助費〔（24）11,440　←　（23）11,310　＋130〕

△丸亀町商店街再開発事業費〔（24）9　←　（23）2,627　△2,618〕

＋高松駅南交通広場整備事業費〔（24）1,099　←　（23）0　＋1,099〕

＋農業試験場跡地北側エリア整備事業費〔（24）384　←　（23）0　＋384〕

＋港湾高潮対策事業費〔（24） 245　←　（23）69　＋176〕

＋航路網拡大促進費〔（24）225　←　（23）69　＋156〕

（増加した主な科目） （百万円・％）

＋西部地域文化施設整備事業費〔（24）892　←　（23）125　＋767〕

＋塩江地区小・中学校建設事業費〔（24）813　←　（23）77　＋736〕

＋中学校（紫雲・山田中）施設耐震化事業費〔（24）1,811　←　（23）1,426　＋385〕

△幼保一体化施設整備事業費〔（24）0　←　（23）287　△287〕

土 木 費

16,801

主　な　増　・　減

主　な　増　・　減

主　な　増　・　減

衛 生 費 13,726

科　　　　　　目

主　な　増　・　減

民 生 費

主　な　減

△ 10.1

増減額

59,540 60,062 △ 522

２４年度　当初 ２３年度　当初

△ 1,538

△ 0.9

15,264

△ 0.9

増減率

3.916,175

14,654 △ 13514,519

総 務 費 14,751 16,011 △ 1,260 △ 7.9

教 育 費 626
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【歳出・性質別】

・ 補助費等は，子宮頸がん等ワクチン接種費や病院事業会計補助金の減などから，

約８．１億円（△５．１％）の減

・ 扶助費は，障害福祉サービス給付費や私立保育所運営費が増となるものの，

子ども手当制度の見直しにより，約７．９億円（△２．１％）の減

・ 普通建設事業費は，補助事業費が減となるものの，高松駅南交通広場整備事業費，

こども未来館（仮称）整備事業費などの単独事業費の増により，約４．４億円（２．７％）の増

（減尐した主な科目） （百万円・％）

△子宮頸がん等ワクチン接種費〔（24）349　←　（23）752　△403〕

△病院事業会計補助金〔（24）46　←　（23）435　△389〕

△企業誘致推進費〔（24）36　←　（23）185　△149〕

＋病院事業会計負担金〔（24）1,675　←　（23）1,457　＋218〕

△子どものための手当・子ども手当費〔（24）7,556　←　（23）9,708　△2,152〕

＋障害福祉サービス給付費〔（24）3,929　←　（23）3,376　＋553〕

＋私立保育所運営費〔（24）4,788　←　（23）4,392　＋396〕

＋生活保護扶助費〔（24）11,440　←　（23）11,310　＋130〕

△丸亀町商店街再開発事業費〔（24）0　←　（23）1,000　△1,000〕

＋高松市土地開発公社事業資金貸付金〔（24）380　←　（23）0　＋380〕

（増加した主な科目） （百万円・％）

△丸亀町商店街再開発事業費〔（24）9　←　（23）1,627　△1,618〕

△一般廃棄物最終処分場整備事業費〔（24）0　←　（23）1,041　△1,041〕

＋西部地域文化施設整備事業費〔（24）845　←　（23）124　＋721〕

＋中学校施設耐震化事業費〔（24） 979　←　（23）566　＋413〕

＋塩江地区小・中学校建設事業費〔（24）359　←　（23）0　＋359〕

＋高松駅南交通広場整備事業費〔（24）314　←　（23）0　＋314〕

＋高松駅南交通広場整備事業費〔（24）785　←　（23）0　＋785〕

＋こども未来館（仮称）整備事業費〔（24）498　←　（23）5　＋493〕

＋塩江地区小・中学校建設事業費〔（24）454　←　（23） 77　＋377〕

＋屋島陸上競技場整備費〔（24）248　←　（23） 55　＋193〕

＋農業試験場跡地北側エリア基盤整備事業費〔（24）184　←　（23）0　＋184〕

△幼保一体化施設整備事業費〔（24）0　←　（23） 834　△834〕

＋介護保険事業特別会計繰出金〔（24）4,590　←　（23）4,327　＋263〕

＋駐車場事業特別会計繰出金〔（24）322　←　（23）217　＋105〕

＋国民健康保険事業特別会計繰出金〔（24）4,959　←　（23）4,893　＋66〕

△奥の湯温泉事業別会計繰出金〔（24）0　←　（23）37　△37〕

繰 出 金 11,458

10,215 8,648

主　な　増　・　減

主　な　増　・ 減

434

単独事業費 1,567

補 助 費 等

6,526

16,741 16,304 437

11,024

△ 14.8

2.7

7,656

貸 付 金

補助事業費

主　な　増　・　減

18.1

1,008 1,598 △ 590 △ 36.9

3.9

△ 1,130

36,724 37,512 △ 788 △ 2.1

15,180 15,994 △ 814 △ 5.1

２３年度　当初

普 通 建 設 事 業 費

主　な　増　・ 減

主　な　増　・　減

扶 助 費

増減額 増減率２４年度　当初科　　　　　　目

主　な　増　・ 減
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【義務的経費の状況】

・ 人件費，扶助費および公債費をあわせた義務的経費は，その全ての経費の減に伴い，

約１８．７億円（△２．２％）の減

（百万円・％）

７．財務比率等（一般会計）

【主要比率の状況】

・ 自主財源比率，一般財源比率とも，市税が減となっているものの，国庫支出金，市債

などの依存・特定財源の低下により，１．８ポイント上昇

・ 義務的経費率は，当該経費が減となっているものの，全体事業費の減により，２３年度

と同率

・ 市債依存率は，丸亀町商店街再開発事業などの大型事業関係費の減に伴い，０．６

ポイントの減

（％）

【ストックの状況】

・ 市債の２４年度末残高見込みは，２３年度末見込みに比べ約９．３億円（０．６％）の増

臨時財政対策債を除くと約５３．８億円（△５．３％）の減

・ 財源対策４基金の２４年度末残高見込みは，２４年度において１８．８億円の財源不足を

基金の取崩しで対応等のため，２３年度末に比べ約１９億円（△１３．７％）減尐

（百万円・％）

※　財源対策４基金残高見込みは，２３年度１２月補正後ベース

36,724 37,512

公 債 費 ③

臨時財政対策債除く

２４年度　当初 ２３年度　当初 増減額

17,110

△ 1.7

△ 2.1

△ 3.2

85,852

30,660

科　　　　　　目

人 件 費 ① △ 509

扶 助 費 ②

30,151

△ 1,867 △ 2.2義務的経費①+②+③ 83,985

△ 788

増減率

△ 5,376

△ 13.711,964 13,868

95,299 100,675

２４年度末見込み

65.7

△ 5.3

増減率

0.6

24 24

441 507

財源対策４基金残高

△ 276 △ 11.3

△ 66 △ 13.0

-

2,163建 設 事 業 基 金

△ 1,562 △ 14.39,336 10,898

2,439

△ 1,904

減 債 基 金

生活環境施設整備基金

内
訳 0

財 政 調 整 基 金

市 債 残 高 150,337 149,409 928

自 主 財 源 比 率

11.4 △ 0.6

49.5 1.8

一 般 財 源 比 率 67.5

区　　　分 増減額

義 務 的 経 費 率 57.2 57.2

51.3

10.8

２３年度末見込み

-

市 債 依 存 率

1.8

比　　　率 ２４年度　当初 ２３年度　当初 増減

17,680 △ 570
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*「新規」：重点取組事業に新たに登載したもの

【重点取組事業  １  地域の未来を支える人づくり】

○全12事業  1,469,084千円 （うち新規  1事業  3,530千円）

英語教育の充実や国際理解教育の推進を図るため，自治体国際化協会

が実施するJET事業（語学指導等を行う外国青年招致事業）を活用し，

〔教育費：107,748千円〕 ALT（外国語指導助手）を増員配置するもの

〔学校教育課〕 23年度：17人→24年度：22人

菊池寛およびその作品に親しみ，先人の生き方に学ぶために，菊池寛の

生い立ちおよび作品を掲載した小学校・中学校用作品集を作成し，児童

生徒（小学校５・６年生，中学校１～３年生）を対象として学級備え付けで

〔教育費：3,530千円〕 配布するもの

〔学校教育課〕

学校図書館用図書の一層の効果的活用を図るとともに，児童・生徒の

個性を伸ばす教育に資するため，学校図書館指導員を学校の規模等に

〔教育費：106,764千円〕 応じて小・中学校に配置し，情報提供等の支援を行うもの

〔学校教育課〕 23年度：44人→24年度：49人

【重点取組事業  ２  文化芸術・スポーツの振興】

○全12事業  1,306,763千円 （うち新規 5事業 19,016千円）

市民ぐるみのスポーツ振興や，スポーツを通じた健康増進・住民相互の

交流等の推進を図るため，本市で唯一の公認陸上競技場である屋島

〔教育費：247,884千円〕 陸上競技場について，現施設の老朽度，施設・設備の整備状況等を

〔スポーツ振興課〕 踏まえて整備するもの 24年度 解体工事等　27年度 竣工予定

文化芸術のかおりに包まれ，心の豊かさを実感できるまち，高松を

実現するため，文化芸術振興の基本理念や枠組等を定める「文化芸術

〔教育費：1,596千円〕 振興条例（仮称）」を制定するもの

〔国際文化振興課〕 24年度　検討委員会設置　26年4月施行予定

文化芸術の振興と，瀬戸内の活性化等に寄与するため，現代アートの

作家や建築家と協働する瀬戸内国際芸術祭を平成２５年（２０１３年）に

〔教育費：69,766千円〕 開催するもの

〔国際文化振興課〕 春夏秋の3シーズンに分けて開催　春25年3月20日～4月21日

重点取組事業等のうち主な事業の予算化状況

学校図書館活性化推進事業

屋島陸上競技場再整備事業

文化芸術振興条例（仮称）制
定事業
　　　　　　　　　　　　　〔新規〕

瀬戸内国際芸術祭推進事業

英語指導助手派遣事業

菊池寛およびその作品から
学ぶ「寛学」事業
　　　　　　　　　　　〔新規〕
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菊池寛の遺品が菊池家から本市に寄託されたことに伴い，菊池寛

遺品展を開催するとともに，資料集を作成し，同館が菊池寛の遺品

〔教育費：3,404千円〕 を収蔵・展示する日本で唯一の施設であることを全国に発信するもの

〔文化財課〕 25年2・3月　遺品展開催予定

「日本書紀」に記載がある屋嶋城の城門遺構の保存・整備を図るため，

崩落が進んでいる石垣の解体・復元を行うもの

〔教育費：39,218千円〕

〔文化財課〕 26年度一般公開予定

【重点取組事業  ３  環境保全と地球温暖化への対応】
○全9事業 205,896千円 （うち新規3事業 19,644千円）

ため池管理者だけでなく，地域住民も参加した草刈りや清掃活動等の，

ため池保全活動を支援するもの

〔農林水産業費：3,000千円〕 10箇所公募予定

〔土地改良課〕

地球温暖化対策の一環として，温室効果ガス排出量の一層の削減を

図るため，太陽光発電システム設置費および太陽熱利用システム

〔衛生費：141,000千円〕 設置費の一部を補助するもの

〔環境保全推進課〕 太陽光発電システム設置費補助（住宅用・事業所用）

住宅用　2万円/kw（上限15万円）

事業所用　2万円/kw（10kw以上・上限200万円）

太陽熱利用システム設置費補助（住宅用）

対象経費の1/10　（上限10万円）

本市の地球温暖化対策実行計画に基づき，市域における温室効果ガス

排出量の抑制を図るため，走行時に二酸化炭素を排出しない電気自動車

〔衛生費：6,644千円〕 を，公用車に率先的に導入し，環境負荷の尐ない電気自動車の普及

〔環境総務課〕 促進を図るもの 軽自動車2台，充電設備の設置

し尿等を下水と共同処理するため，衛生処理センター中継所内に，

し尿等の前処理施設を整備することに伴い，生活環境影響調査を

〔衛生費：10,000千円〕 行うもの

〔衛生処理センター〕 調査場所　衛生処理センター中継所（朝日町）

菊池寛遺品整理・収集事業
（開館２０周年関連事業）
　　　　　　　　　　　　〔新規〕

古代山城屋嶋城跡城門遺構
整備事業

「ため池守り隊」市民活動支
援事業　　　〔新規〕

電気自動車普及促進事業
　　　　　　　　　　　　　〔新規〕

新エネルギー普及促進事業

汚水処理施設共同整備事業
　　　　　　　　　　　　　〔新規〕
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【重点取組事業  ４  安全で安心できる生活環境の向上】
○全18事業  11,153,457千円 （うち新規  1事業  1,000千円）

常設の災害対策本部機能を整備することにあわせ，同本部と緊密な

連携が必要な消防局機能および上下水道局機能等を、庁舎西側に

〔総務費：1,000千円〕 一体的に整備するもの

〔財産活用課〕 24年度　基本計画策定準備

東日本大震災を踏まえ，津波対策の見直し等について，検討・実施

するもの

〔総務費：174千円〕 24年度　地域防災計画の修正

〔危機管理課〕

地震時の建物倒壊等による人的・経済的被害の軽減を図るため，

民間住宅や，人命救助・緊急物資輸送の機能を確保するため，

〔土木費：164,700千円〕 緊急輸送道路沿いの民間の特定建築物の耐震化を促進するもの

〔建築指導課〕 民間住宅

補助額：耐震診断費用の2/3（上限6万円）　

　　　　　耐震改修費用の1/2（上限60万円）

特定建築物

補助額：耐震診断・改修費用の2/3（上限　診断400万円　改修6,000万円）

【重点取組事業  ５  子ども・子育て支援の充実】

○全10事業  1,627,733千円（うち新規 1事業 127,045千円） 

次代の高松を担う子どもが健やかに生まれ育つ環境を整備するため，

子どもの成長および子育てに関する支援の在り方を定める「子ども

〔民生費：2,288千円〕 条例(仮称)」を制定するもの

〔子育て支援課〕 25年3月制定予定

市民文化センターを廃止し，新たに，子どもを中心として幅広い世代の

人々が交流できる施設として整備するもの

〔民生費：497,900千円〕 24年度～市民文化センター解体工事，基本設計

〔市民文化センター〕 26年度～建築工事　　27年度開館予定

すべての乳幼児の健やかな育ちを支援するため，公立幼稚園

および公立保育所に支援員を配置し，関係機関などと連携しながら，

発達障がい児等に対して支援を行うもの

支援員配置：公立保育所（68人）・公立幼稚園（30人）

〔こども園運営課〕

地域防災計画見直し事業

危機管理センター（仮称）等
整備事業　　　　　　〔新規〕

子ども条例（仮称）制定事業

こども未来館（仮称）整備事
業

発達障がい児等支援事業
　　　　　　　　　　　　〔新規〕

〔民生費・教育費
　　　　　　　　：127,045千円〕

住宅建築物耐震改修等事業
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保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に通う児童

に，遊びや生活の場を提供するための運営・整備

〔民生費：560,364千円〕 24年度：43クラブの運営

〔子育て支援課〕 制度の拡充：対象者　小学4年生までに引上げ（受入可能施設のみ）

　　　　　　　　開設時間の延長　

校舎からの移転等に伴う新築：屋島西・川岡・牟礼3地区の各クラブ

子育て支援の充実を図るため，対象年齢について，現行の「満6歳

小学校就学前まで」から「入院についてのみ満１２歳小学校６年生

〔民生費：1,070,473千円〕 まで」に拡大するもの

〔こども家庭課〕 ＊24年度は，8月診療分から適用

23年度

24年度

新たに，ひとり親家庭等の就職活動や疾病等の事由に対し，家庭生活

支援員を派遣し，短期間を限度として一時的な家事・介護等のサービス

〔民生費：2,700千円〕 を提供するもの

〔こども家庭課〕

母子自立支援員および母子自立支援プログラム策定員を増員し，

ひとり親家庭の自立・就労に向けた指導や情報提供等の充実を図る

〔民生費：14,992千円〕 とともに，相談窓口の夜間対応の充実や出張サービスの実施，情報

〔こども家庭課〕 通信誌の作成等を行うもの

【重点取組事業  ６  健やかに暮らせる保健・福祉・医療環境づくり】

○全6事業  1,076,477千円 （うち新規 1事業 275千円）

胃・大腸・肺・前立腺・乳・子宮頸がんの各種検診の受診勧奨に取り組む

とともに，子宮頸がん予防ワクチン接種については，接種を促進するため，

〔衛生費：472,827千円〕 全額公費負担で実施するもの

〔保健センター〕

対　　象

通　　院 入　　院

就学前まで 小学6年生まで

対　　象

通　　院 入　　院

就学前まで 就学前まで

がん対策推進事業

放課後児童クラブ事業

乳幼児等医療費助成

ひとり親家庭等日常生活支
援事業

母子自立支援（プログラム策
定）事業
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新病院整備事業 香川県農業試験場跡地の中央エリアに市民病院と香川診療所

（旧香川病院）を移転統合した新病院を整備するもの

24年度：物品管理システム導入検討支援業務委託，

〔新病院整備課〕 　　　　　調整池整備工事等

ユニバーサルデザインをあらゆる分野で活用するため，「ユニバーサル

デザイン推進（ＵＤ）基本指針（仮称）」などを策定し，ユニバーサル

〔総務費：275千円〕 デザインのまちづくりを推進するもの

〔企画課〕 24年度　検討委員会設置　　25年度　基本指針・実施計画策定　

【重点取組事業  ７  都市イメージの向上とにぎわいづくり】

○全5事業 59,677千円 

海外インターネット広告「アート・シティ高松」の発信などのほか，

新たに瀬戸内海の魅力を体験する「瀬戸内海クルーズ」の運営を補助

〔商工費：13,975千円〕 し，アートを切り口として，観光客の受入態勢の整備およびＰＲを行うもの

〔観光振興課〕

自然，歴史，文化等，複合的な価値を持つ史跡天然記念物「屋島」

の資源を保存・活用し，屋島全体の活性化を図るため，基本構想

〔総務費：5,860千円〕 を策定するもの

〔企画課〕

源平屋島地域の観光振興を図るため，源平屋島地域運営協議会等

が実施する源平屋島地域の活性化を推進する事業を支援するもの

〔商工費：31,430千円〕 新規事業　屋島山上ライブイベント，源平の里・魅力再発見スタンプラリー，

〔観光振興課〕 　　　　　　　　　源平合戦"鼓（つづみ）"2012事業（仮称）

【重点取組事業  ８ 地域を支える産業の振興】

○全5事業176,988千円 （うち新規  3事業  43,280千円）

商店街の空き店舗活用事業，商店街共同施設の整備に対する助成，

ブリザーズ　スクエアの活用等，中央商店街のにぎわい向上や商業

〔商工費：41,291千円〕 機能の強化を図るもの

〔商工労政課〕

地域経済の活性化や雇用の確保を図るため，企業誘致専門員や

企業誘致優遇制度を活用し，企業誘致を推進する。また，インキュ

〔商工費：41,727千円〕 ベータールームを活用し，起業家への支援を行うもの

〔商工労政課〕 埋蔵文化財センター（仮称）内にインキュベータールーム開設（24年8月予定）

源平屋島地域観光振興事業

ユニバーサルデザイン推進
事業　　　　　　　　　〔新規〕

アート・シティ高松推進事業

屋島活性化基本構想（仮称）
策定事業

中央商店街にぎわい促進事
業
　　　　　　　　　　　　　〔新規〕

企業誘致・起業支援による地
域産業活性化促進事業

〔病院事業会計
　　　　　　　：532,753千円〕
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漆芸，盆栽，石材などの地場産品・産業の振興のため，「ものづくり基本

条例（仮称）」を制定し，特産品の販路拡大や，後継者の確保・養成を

〔商工費：1,489千円〕 図り，本市の地場産業の活性化を推進するもの

〔商工労政課〕 26年度早期施行予定

【重点取組事業  ９  中枢拠点機能の強化とコンパクトで美しいまちづくり】

○全9事業  1,875,854千円 

都市計画マスタープランに掲げる「多核連携型コンパクト・エコシティ」

の実現に向け，用途白地地域の土地利用規制の見直しなど，集約

〔土木費：2,700千円〕 拠点に都市機能を誘導するための方策について検討するもの

〔都市計画課〕 24年度　香川町・香南町地域における具体的な土地利用規制のあり方

　　　　　　について検討

北側エリア整備基本計画に基づく交流拠点施設を整備するとともに，

新病院へのアクセス道路の機能強化を図るため，市道仏生山円座線

および仏生山町８号線を整備するもの

〔土木費：881,274千円〕 24年度　旧香川県農業試験場の解体工事，基盤整備実施設計など

〔道路課・まちなか再生課〕 　　　　　

魅力ある都市空間の形成を図るため，屋外広告物の具体的な規制・

誘導内容の検討を行うなど，各種施策・事業の推進を図るもの

〔土木費：13,144千円〕 24年度　景観・広告デザインガイドラインの策定

〔都市計画課〕 　　　　　屋外広告物条例改正に向けた具体的な規制・誘導内容の検討業務

史跡高松城跡保存整備基本計画に基づき，石垣の保存修理や桜御門

復元事業等を行うもの

〔商工費：125,184千円〕 24年度　天守台修景整備工事，桜御門復元整備基本設計等

〔公園緑地課〕

【重点取組事業  10　公共交通・自転車を利用したまちづくり】

○全8事業1,271,252千円 （うち新規  3事業  1,101,170千円）

高松駅南広場を活用し，サンポート高松の交通結節機能の強化を

図るため，高速バスの乗降場等交通広場の整備を行うもの

〔土木費：1,098,742千円〕 24年度　用地取得，道路整備，待合所建築実施設計等　

〔まちなか再生課〕

コンパクト・エコシティ推進事
業

高松城跡等整備事業

美しいまちづくり推進事業

高松駅南交通広場整備事業
　　　　　　　　　　　　〔新規〕

新病院を核としたまちづくり
推進事業（北側エリア整備事
業・新病院アクセス道路整備
事業）

ものづくり基本条例（仮称）制
定事業　　　　　　　　〔新規〕
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市民の意識改革も求めながら，公共交通の利用を促進するため，

「公共交通利用促進条例（仮称）」を制定するもの

〔総務費：432千円〕 25年3月制定予定

〔交通政策課〕

「日本一のちゃりんこ便利都市」を目指し，自転車利用環境の向上を

図るため，ハード・ソフト両面から各種施策を展開するもの

〔総務費・商工費：1,996千円〕 「ちゃりんこ救急ステーション」の設置

〔交通政策課・観光振興課〕 自転車周遊コースを掲載した「ちゃりんこマップ」の作成

【重点取組事業 11  コミュニティを軸とした協働のまちづくり】

○全5事業 287,286千円 （うち新規  1事業  92,394千円） 

新しい公共の担い手として，地域コミュニティ協議会が地域社会の

中心的な役割を果たし，地域のまちづくりが活性化するよう事務局

〔総務費：92,394千円〕 体制の強化を行うため，事務局に係る人件費を補助するもの

〔地域政策課〕 補助金額　2,168千円/１協議会当たり（上限）　補助期間　24～27年度

地域コミュニティ協議会が自主的かつ主体的にまちづくりに取り組む

機会を創出するため，コミュニティ協議会が実施する地域課題の解決

〔総務費：22,361千円〕 等につながる事業に対して助成するもの

１協議会当たり年100万円上限

○24年度予定提案事業（26地区）

市民の安全確保と，地域住民によるまちづくり活動の場の推進に資

するため，耐震化を含めコミュニティセンターを整備するもの

〔総務費：11,939千円〕 24年度　林・円座・鬼無・川東コミュニティセンターの改修等の基本・実施設計　

〔地域政策課〕

コミュニティセンター整備事
業

地域コミュニティ協議会事務
局体制強化支援事業　〔新
規〕

〔地域政策課〕

公共交通利用促進条例（仮
称）制定事業　　　　〔新規〕

「ちゃりんこ便利都市」強化
推進事業　　　　　　　〔新規〕

ゆめづくり推進事業

子育て支援

健康

地区数

9

4

2

3

1

区　　分

緑化・環境保全

防災・防犯

高齢者支援

2

5

26

歴史文化

その他

合計
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【重点取組事業  12  行財政改革の推進】

○全7事業1,216,428千円  （うち新規  1事業  50,000千円）

本市の文書管理体制の再構築を図るため，公文書の適正な管理と

歴史公文書等の適切な保存および利用に関する手続き等を定める

〔総務費：2,330千円〕 公文書管理条例（仮称）の制定，歴史公文書等の保存，利用および

〔総務課〕 調査研究を行う公文書館の整備などに取り組むもの

24年度　公文書館整備基本計画の策定　26年度　開館予定

修繕履歴など施設情報の一元管理をはじめ，施設の長寿命化および

保有施設の有効利用など，ファシリティマネジメントの考え方に基づく

〔総務費：50,000千円〕 施設管理体制の整備を進めるもの

〔財産活用課〕 24年度　延べ床面積2,000㎡以上の建物を対象に劣化診断・改修計画

ファシリティマネジメント推進
事業　　　　　　　　〔新規〕

文書管理体制再構築事業
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